
 

 
 

 
 
 
 
 

教員向け環境学習指導案集発刊に際して 

                           印旛沼流域健全化会議学びＷＧ座⻑ 古嶋 美⽂ 

1. はじめに 

近年、温暖化による気候変動や都市化による⾃然の改変に対し、国や各⾃治体、⺠間のレベルで    

⾃然環境の保全や再⽣など様々な取組が⾏われています。しかしながら、その労苦は科学的な知⾒から 

得られる結果と⽐べると成果が顕著に現れている、とは⾔い難い状況にあります。これら環境の課題を 

解決し、豊かな⾃然環境を将来世代へ引き継ぐ責任をもった私たちは、掛け声だけで なく、⼀⼈⼀⼈が

持続可能な社会の構築に向けて⾏動しなければなりません。そのために、教育で担うべき 役割は    

極めて⼤きいと考えます。  

また、2016 年 12 ⽉に発表された中央教育審議会の答申には、「持続可能な開発のための教育  

(ESD)は 次期学習指導要領改訂の全体において基盤となる理念である」とされました。翌 2017 年 3 ⽉

に公⽰された 幼稚園教育要領、⼩・中学校学習指導要領及び 2018 年 3 ⽉に公⽰された⾼等学校   

学習指導要領において は、全体の内容に係る前⽂及び総則において、「持続可能な社会の創り⼿」の   

育成が掲げられ、各教科におい ても、環境学習に関連する内容が盛り込まれました。まさに環境学習は、

幼・⼩・中・⾼すべての学校の喫緊の要事といってもよいでしょう。  

そこで印旛沼流域⽔循環健全化会議学びワーキングでは、教員が⽇々の授業で使⽤しやすく、    

環境学習の「⾒⽅・考え⽅」にそった授業を、無理なく組み⽴てられるような指導案を作成し、まとめ  

ました。執筆については、⼩中 学校の現場で働く先⽣⽅の協⼒を仰ぎました。  

この指導案集では、⼦供たちが「⽔」を環境の窓⼝として受け取り、地域教材として価値ある    

印旛沼や、その流域である河川について学習しながら、4 つの「⾒⽅や考え⽅」が⾝に付けられるように

なっています。 更に「環境の区分」と「⾒⽅・考え⽅」を 2 軸としたマトリックス(次ページの図参照)

に、平成 29・30 年改訂の学習指導要領に準拠した各教科の授業内容を織り込み、位置づけを明確に  

しました。加えて、話し 合い活動や思考ツールを取り⼊れ、「深い学び」へのいざないとする授業が   

展開できるようにしました。  

今、まさに私たちが望んでいる⽅向へと教育が動き始めています。本指導案集をもとに多くの学校で 

実践され、多くの⼦供たちが課題解決に向けた⾏動ができるよう願っております 。  

  



 

 
 

 

 

【 指導案集の構成の視点 】 

 

１）⾒⽅や考え⽅ 

多様性︓環境の要素の⼀つである⽔は、地球上で海⽔、湖沼、河川、地下⽔、⼤気中（雲・⽔蒸気）な

ど、固体、液体、気体として多様な状態で存在する。⼈間社会では、資源として⽔を利⽤する

が、その利⽤技術もさまざまであり、また⽔に対する考え⽅も多様である。また古来より、祭

りや神事など儀式と⽔との関係は深く、⽂化的にもさまざまな形態で⽔は関わっている。 

関連性︓⽣物や無⽣物は、⽣物学的、化学的、⽂化的にも⽔との関連が深く、特に⽣物にとって、⽔は

体の成分として、また住みかや種を維持する場として、なくてはならない存在である。 

空間的広がり︓固体、液体、気体としての⽔は、空間的にさまざまな場所で存在する。⽔資源や利⽤技

術も⽂化や⾵⼟の違いによりさまざまである。 

時間的変化︓⽔は過去から現在まで、⼤地の変動、気象の変化等により海や湖沼、河川として、その形

態を変化させてきた。未来においても同様に変化をする。また、⽔資源や利⽤技術も、過去と

現在では異なり、未来においても変化をする。⽂化的な関わりにおいても同様である。 

 

２）環境の区分（⽔環境を中⼼として） 

⾃然環境 ︓⽔と関係が深い動植物、⼤気、岩⽯等、⼈間の⼿が加わっていないもの 

資源・技術︓資源としての⽔利⽤、またはその技術等、⼈間の⼿が加わったもの 

社会⽂化 ︓⼈間社会における⽂化的営みの中で⽔環境に関わるもの 

 

 

 

 

【 指導案の特⾊ 】 

  

① 授業で使いやすい指導案            （資料はすべてダウンロード可能） 

② 何を学べるのかわかる指導案          （⽬標が明確） 

③ 学習活動を効果的に盛り込んだ指導案      （さまざまな思考ツール） 

④ 新学習指導要領と関わりをもたせた指導案    （深い学びが可能、内容に準拠） 

 

 

 

 



 

 
 

 

 
  




